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医
療
現
場
の
過

酷
さ
は
古
今
洋
の

東
西
を
問
わ
な

い
。

　

山
崎
豊
子
の「
白
い
巨
塔
」

に
は
、
当
直
室
で
過
労
死
す

る
医
者
や
新
地
の
ホ
ス
テ
ス

に
転
身
す
る
看
護
婦
が
活
写

さ
れ
て
い
る
。
シ
ド
ニ
ー
・

シ
ェ
ル
ダ
ン
の「
女
医
」（
邦
訳

あ
り
）
で
は
、
勤
務
医
が
麻

薬
や
殺
人
事
件
に
関
わ
っ
て

し
ま
う
。映
画「
慕
情
」は
ラ
ブ

ロ
マ
ン
ス
だ
が
、
混
血
の
女

医
の
苦
闘
の
自
伝
で
あ
る
。

　
一
方
で
、
医
者
か
ら
転
出

し
て
成
功
し
た
小
説
家
も
多

い
。
経
営
感
覚
ゼ
ロ
の
コ
ナ

ン
・
ド
イ
ル
は
、
当
時
世
界

一
の
衛
生
都
市
ロ
ン
ド
ン
で
眼

科
を
開
業
し
閑
古
鳥
の
鳴
く

診
療
室
で
ホ
ー
ム
ズ
物
を
書

い
た
。「
ジ
ュ
ラ
シ
ッ
ク
パ
ー

ク
」
で
知
ら
れ
る
マ
イ
ケ
ル

・
ク
ラ
イ
ト
ン
は
、
た
ま
た

ま
医
学
部
の
学
費
稼
ぎ
の
目

的
で
書
い
た
小
説
が
ヒ
ッ
ト

し
て
自
分
の
才
能
に
気
付
い

た
よ
う
だ
。
渡
辺
淳
一
は
初

め
か
ら
、
小
説
を
書
き
た
く

て
札
幌
医
大
の
整
形
外
科
に

入
局
し
た
。
医
者
に
向
か
ぬ

と
確
信
し
た
多
才
な
サ
マ
セ

ッ
ト
・
モ
ー
ム
は
、
40
歳
代

に
英
国
政
府
の
諜
報
員
と
し

て
活
躍
し
、
後
に
０
０
７
の

モ
デ
ル
な
っ
た
。

　

医
者
も
各
々
の
人
生
だ
。

　15年以上継続して協会の会員であり、
①満70歳以上の開業医会員の方は会費を
減額（5500円→3000円）②満75歳以上の
方は会費を免除となる制度があります。
ただし、本人が協会の休業保障制度また
は保険医年金制度のいずれかの掛け金を
払い込み中は対象外となります。なお、
会費免除となった先生方には『大阪歯科
保険医新聞』のみをお届けし、協会発行
書籍は配布しておりません。ご了承くだ
さい。本制度のお問い合わせ及び申請
は、協会組織部まで。

◇ お知らせ ◇

診療報酬改善･患者負担軽減もとめ要請
歯科界･国民の思いを国会へ

会費の減免制度
70歳以上は減額 75歳以上は免除
休保･年金の掛け金払い込み中は適用外

　

２
０
０
８
年
診
療
報
酬
改
定
で
は
財
界
等
の
引
き
下
げ
の
動
き
を
跳
ね
返
し
、
本
体
プ

ラ
ス
０
・
38
％
と
８
年
ぶ
り
の
引
き
上
げ
を
決
め
た
。
し
か
し
、
薬
価
引
き
下
げ
分
を
差

し
引
い
た
全
体
で
は
０
・
82
％
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
。
こ
の
改
定
率
で
は
医
療
崩
壊
に
歯

止
め
を
か
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
、
協
会
・
保
団
連
は
１
月
31
日
、
野
党
厚
生
労
働
関

係
幹
部
議
員
と
の
懇
談
会
お
よ
び
、
国
会
議
員
へ
の
要
請
行
動
を
実
施
し
た
。

　

協
会
の
下
井
戸
昭
介
副
理

事
長
、
小
山
栄
三
理
事
・
相

談
役
、
宮
本
辰
雄
監
事
は
、

医
療
費
の
総
枠
拡
大
・
診
療

報
酬
引
き
上
げ
・
患
者
負
担

軽
減
・
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
廃
止
や
、
自
主
共
済
の
経

過
措
置
延
長
・
適
用
除
外
を

求
め
て
大
阪
選
出
の
全
国
会

議
員
へ
要
請
し
た
。

　

小
山
氏
は
、「
08
年
歯
科

診
療
報
酬
に
係
る
緊
急
要

望
」
を
持
参
し
、
不
必
要
な

文
書
提
供
の
廃
止
、
包
括
を

止
め
て
出
来
高
払
い
で
の
技

術
料
評
価
な
ど
を
要
請
し

た
。
宮
本
監
事
は
、
75
歳
以

上
を
強
制
的
に
移
行
さ
せ

る
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
廃
止
を
強
く
求
め
た
。
下

井
戸
副
理
事
長
は
、
保
険
業

法
が
３
月
末
ま
で
に
保
険
会

社
の
設
立
や
契
約
の
移
転
を

求
め
て
い
る
こ
と
に
対
し
、

経
過
措
置
期
間
の
延
長
と
、

自
主
共
済
制
度
の
保
険
業
法

か
ら
の
適
用
除
外
を
訴
え

た
。

　

竹
本
直
一
議
員
（
自
・

衆
）
と
の
面
談
に
同
席
し
た

住
江
憲
勇
・
保
団
連
会
長

は
、「
医
療
と
国
民
生
活
が

崩
壊
す
る
な
か
で
、
わ
ず
か

な
診
療
報
酬
引
き
上
げ
で
は

改
善
の
兆
し
に
も
な
ら
な

い
。
国
民
レ
ベ
ル
の
改
善
が

必
要
」
と
強
調
。
竹
本
氏
は

「
技
術
料
に
関
し
て
は
対
価

を
支
払
う
べ
き
」
と
一
定
の

理
解
を
示
し
た
。

　

山
下
よ
し
き
議
員
（
共
・

参
）
は
「
歯
科
医
師
に
も
ワ

ー
キ
ン
グ
プ
ア
が
広
が
っ
て

い
る
こ
と
に
驚
い
た
、
政
治

の
転
換
が
必
要
」
と
、
梅
村

聡
議
員
（
民
主
・
参
）
の
秘

書
は
「
歯
科
医
師
の
窮
状
は

把
握
し
て
い
る
。
包
括
化
は

医
療
崩
壊
に
繋
が
る
と
危
惧

し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

　

持
参
し
た
「
保
険
で
よ
い

歯
科
医
療
の
実
現
を
求
め
る

請
願
署
名
」
は
竹
本
議
員

が
、「
保
険
業
法
の
適
用
除

外
を
求
め
る
請
願
署
名
」
は

吉
井
英
勝
議
員（
共
・
衆
）が

紹
介
議
員
を
引
き
受
け
た
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
中

止
、
診
療
報
酬
改
善
な
ど
を

求
め
て
、
野
党
厚
生
労
働
関

係
幹
部
議
員
と
の
懇
談
会
が

開
か
れ
、
小
池
晃
議
員
（
共

・
参
）
と
高
橋
千
鶴
子
議
員

（
共
・
衆
）
と
福
島
み
ず
ほ

議
員
（
社
民
・
参
）
の
秘
書

が
出
席
し
た
。

　

会
場
か
ら
は
、
東
京
で
３

月
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

廃
止
を
求
め
る
集
会
が
開
か

れ
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
発

言
が
あ
っ
た
。

　

診
療
報
酬
改
定
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
る
中
医
協
は
、

２
月
８
日
の
総
会
で
診
療
側

と
支
払
側
が
改
定
の
主
要
項

目
に
つ
い
て
基
本
的
に
合
意

に
達
し
た
。
土
田
武
史
会
長

は
「
次
回
の
総
会
で
答
申
書

案
を
審
議
し
、
ま
と
め
た

い
」
と
述
べ
、
13
日
の
中
医

協
総
会
で
診
療
報
酬
改
定
に

つ
い
て
答
申
す
る
考
え
を
明

ら
か
に
し
た
。

　

中
医
協
は
１
月
18
日
、
厚

生
労
働
大
臣
か
ら
点
数
改
定

に
つ
い
て
諮
問
を
受
け
た

後
、
医
療
関
係
者
や
国
民
か

ら
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

と
公
聴
会
の
意
見
も
参
考
に

論
議
を
進
め
て
き
た
。

　

８
日
に
開
か
れ
た
総
会
で

は
、
１
月
25
日
に
締
め
切
っ

た
パ
ブ
コ
メ
の
概
要
が
報
告

さ
れ
た
。
意
見
は
４
３
９
１

の
医
院
・
個
人
・
団
体
か

ら
、
総
数
８
１
３
５
件
寄
せ

ら
れ
、
歯
科
医
療
に
つ
い
て

は
延
べ
２
３
５
件
が
寄
せ
ら

れ
た
。「
包
括
化
は
見
直
す

べ
き
だ
」「
指
導
管
理
体
系

の
見
直
し
は
再
考
す
べ
き

だ
」
な
ど
、
厚
労
省
案
へ
の

批
判
が
目
立
っ
て
い
る
。

　

協
会
が
提
出
し
た
意
見
、

「
歯
科
は
手
技
が
多
く
、
個

別
に
か
か
る
費
用
を
積
算
し

た
出
来
高
払
い
方
式
で
評
価

す
る
こ
と
が
患
者
か
ら
見
て

も
分
か
り
や
す
い
診
療
報
酬

体
系
で
あ
る
」、「
ラ
バ
ー
ダ

ム
防
湿
法
な
ど
処
置
・
手
術

に
係
る
技
術
を
基
本
診
療
料

に
包
括
す
る
こ
と
に
は
反
対

す
る
」、「
歯
科
受
診
の
フ
リ

ー
ア
ク
セ
ス
を
保
障
す
る
と

と
も
に
、
歯
や
口
腔
機
能
の

維
持
が
後
期
高
齢
者
の
健
康

や
療
養
に
果
た
す
役
割
を
評

価
し
、
き
め
細
か
い
治
療
と

指
導
管
理
が
行
え
る
評
価
に

す
べ
き
で
あ
る
」
が
、
中
医

協
総
会
で
配
付
さ
れ
た
資
料

で
紹
介
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
議
論
で
は
、

コ
ア
の
印
象
採
得
や
Ｔ
ｅ
Ｋ

一
部
助
成
」
に
つ
い
て
も
、

同
様
の
取
り
扱
い
に
な
る
。

　

社
保
も
国
保
と
同
じ
よ
う

に
「
公
費
と
の
併
用
」
扱
い

で
請
求
す
る
こ
と
に
な
る
。

４
月
か
ら
実
施
さ
れ
れ
ば
、

協
会
が
昨
年
８
月
に
支
払
基

金
に
要
望
し
て
い
た
内
容
が

実
現
す
る
。

　

こ
れ
ま
で
社
保
に
係
る
医

療
費
助
成
分
は
別
途
、
オ
レ

ン
ジ
色
の
用
紙
を
用
い
て
国

保
連
合
会
に
請
求
し
て
い
た

が
、
４
月
診
療
分
以
降
（
08

年
４
月
以
降
の
診
療
分
が
対

象
）
は
、「
公
費
と
の
併

用
」
と
し
て
支
払
基
金
に
請

求
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

す
で
に
複
数
の
県
で
、
支

払
基
金
に
よ
る
審
査
・
支
払

事
務
受
託
が
始
ま
っ
て
い
た

た
め
、
協
会
は
大
阪
府
下
で

も
早
期
に
実
施
す
る
よ
う
、

医
科
協
会
と
協
同
で
求
め
て

い
た
。
国
保
分
と
医
療
保
険

分
を
区
別
し
て
請
求
す
る
現

行
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
医
療

機
関
に
余
計
な
事
務
負
担
と

な
っ
て
い
る
。

題
を
確
認
し
た
う
え
で
、
討

論
を
呼
び
掛
け
た
。

　

参
加
者
か
ら
、
保
険
だ
け

で
は
成
り
立
た
な
い
ほ
ど
低

い
歯
科
診
療
報
酬
の
改
善

や
、
歯
科
医
療
か
ら
追
い
出

さ
れ
る
患
者
を
な
く
す
運
動

に
つ
い
て
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

そ
れ
ら
の
意
見
を
踏
ま

え
、
歯
科
医
療
の
啓
蒙
活
動

の
手
段
と
し
て
の
マ
ス
コ
ミ

活
用
や
、
中
長
期
の
展
望
を

持
っ
た
歯
科
医
療
改
善
運
動

の
重
要
性
が
討
論
さ
れ
た
。

　

今
後
協
会
は
、
３
８
０
０

人
の
会
員
達
成
を
目
標
に
、

新
聞
・
書
籍
で
の
情
報
提
供

や
臨
床
講
習
会
の
実
施
、
経

営
や
臨
床
で
の
相
談
な
ど
、

会
員
要
求
を
組
み
入
れ
た
活

動
の
充
実
を
目
指
す
。

料
」
の
新
設
な
ど
、
国
は

「
効
率
的
な
医
療
」
と
い
う

目
的
の
も
と
、
医
療
費
を
抑

制
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
指

摘
し
た
。

　

具
体
的
な
点
数
等
に
つ
い

て
は
、
中
医
協
の
答
申
を
受

け
て
３
月
23
日
の
中
央
点
数

説
明
会
で
解
説
す
る
。

　

吉
田
氏
は
診
療
報
酬
08
年

改
定
に
つ
い
て
、
協
会
機
関

紙
や
中
医
協
資
料
な
ど
を
も

と
に
概
要
を
解
説
。
本
体
が

プ
ラ
ス
改
定
と
な
り
、
協
会

が
求
め
て
き
た
不
合
理
部
分

の
一
部
是
正
が
見
ら
れ
る
こ

と
を
評
価
し
つ
つ
、
１
口
腔

単
位
で
の
「
歯
科
疾
患
管
理

志
社
保
研
究
部
長
が
中
医
協

検
討
事
項
な
ど
を
説
明
、
１

１
５
人
が
参
加
し
た
。

　

小
澤
氏
は
「
構
造
改
革
」

に
よ
る
歯
科
医
療
に
か
か
れ

な
い
国
民
の
広
が
り
や
、
患

者
減
に
苦
し
む
歯
科
医
院
の

状
況
を
デ
ー
タ
を
示
し
な
が

ら
、
し
か
し
一
方
で
は
、
国

民
・
医
療
従
事
者
か
ら
の
反

撃
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
を

指
摘
し
た
。
会
員
や
患
者
の

声
が
診
療
報
酬
の
大
幅
な
引

き
下
げ
を
食
い
止
め
、
改
定

内
容
に
も
協
会
や
会
員
の
要

望
が
一
定
反
映
し
た
と
し
、

更
な
る
改
善
運
動
へ
協
力
を

呼
び
掛
け
た
。
ま
た
協
会
は

全
力
を
あ
げ
て
、
保
険
医
の

生
活
・
経
営
を
守
る
活
動
に

取
り
組
む
と
し
た
。

ぐ
る
会
員
学
習
会
を
開
き
、

小
澤
力
政
策
部
長
と
吉
田
裕

診 療 報 酬
会員学習会

政
府
の
歯
科
医
療

政
策
や
改
定
情
報

社
保
も
助
成
費
請
求
一
本
化

協
会
の
要
請
実
り
簡
素
化

野
党
厚
労
議
員
と
懇
談

　

本
年
４
月
診
療
分
か
ら
、

乳
幼
児
・
障
害
者
・
ひ
と
り

親
家
庭
の
大
阪
府
福
祉
医
療

費
助
成
に
対
す
る
審
査
・
支

払
業
務
を
支
払
基
金
が
受
託

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
併
せ

て
「
一
部
負
担
金
相
当
額
等

　

協
会
は
10
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ

ー
ル
で
診
療
報
酬
改
定
を
め

　

協
会
は
９
日
、
大
阪
市
内

の
ホ
テ
ル
で
伊
津
進
弘
理
事

長
が
「
保
険
で
よ
い
歯
科
医

療
を
実
現
す
る
た
め
に
」
を

テ
ー
マ
に
役
員
学
習
会
を
開

き
、
43
人
の
参
加
者
が
歯
科

医
療
の
現
状
や
展
望
、
今
後

の
協
会
活
動
に
つ
い
て
討
論

を
深
め
た
。
伊
津
氏
は
、
社

会
保
障
の
拡
充
、
診
療
報
酬

改
善
・
患
者
負
担
軽
減
な
ど

協
会
の
活
動
方
針
・
重
点
課

役員学習会

歯
科
医
療
の
展
望

に
つ
い
て
討
論

115人の参加者が聞き入った「会員
学習会」＝10日、Ｍ＆Ｄホール  　

パ
ブ
コ
メ 

厚
労
省
案
へ
の
批
判
目
立
つ

２／13

点
数
答
申　

の
総
会
で

中医協

　

小
池
議
員
は
歯
科
診
療
報

酬
問
題
に
つ
い
て
、
多
く
の

歯
科
医
師
か
ら
改
善
を
求
め

る
声
が
届
い
て
い
る
こ
と
を

紹
介
し
、「
今
国
会
を
医
療

に
光
が
当
た
る
国
会
に
し
た

い
」
と
述
べ
た
。

（
今
回
の
要
請
先
・
敬
称
略
）

【
面
談
議
員
】

竹
本
直
一
（
自
・
衆
）・
山

下
よ
し
き
（
共
・
参
）

【
秘
書
対
応
】

（
自
・
衆
）
井
脇
ノ
ブ
子
・

大
塚
高
司
・
岡
下
信
子
・
川

条
志
嘉
・
北
川
知
克
・
谷
畑

孝
・
中
馬
弘
毅
・
渡
嘉
敷
奈

緒
美
・
中
山
太
郎
・
中
山
泰

秀
・
西
野
あ
き
ら
・
原
田
憲

治
・
松
浪
健
四
郎
・
松
浪
健

太
・
柳
本
卓
治
・
矢
野
隆

司
、（
参
）
北
川
イ
ッ
セ
イ

・
谷
川
秀
善

（
公
明
・
衆
）
池
坊
保
子
・

北
側
一
雄
・
佐
藤
茂
樹
・
田
端

正
広
・
福
島
豊
、（
参
）白
浜

一
良
・
山
下
栄
一
・
山
本
香
苗

（
民
主
・
衆
）
長
安
豊
・
平

野
博
文
・
藤
村
修
、（
参
）

梅
村
聡
・
尾
立
源
幸
・
藤
原

正
司
・
松
岡
徹

（
共
・
衆
）
石
井
郁
子
・
吉

井
英
勝

（
社
民
・
衆
）
辻
元
清
美

な
ど
が
新
た
に
評
価
さ
れ
る

な
ど
、
協
会
・
保
団
連
が
要

求
し
て
き
た
内
容
が
一
定
反

映
さ
れ
て
い
る
。

　

答
申
の
内
容
は
、
保
団
連

「
全
国
保
険
医
新
聞
」
２
月

15
日
付
に
掲
載
し
て
、
会
員

に
届
け
る
。


